
























































































































































































































































































































































































































































































５．お わ り に
人が人を理解するというのは大変難しいこと
である。また，障害理解となると，障害の種別
によっても何を求めるかということは違ってく
る。まして，個人となると教育の中で理解を求
めるのは困難である。しかし，上記に述べた共
生できる社会とは，個人と個人のかかわりこそ
が大切である。
ライトハウスの初代館長鳥居篤冶郎は「盲目
は不自由なれど，盲目は不幸にあらずとしみじ
みおもう。」と述べている。
他の障害も皆同じで不自由さはあると思うが
障害そのものは不幸ではない。もし，障害を辛
いと感じるときがあるとすれば，それは正しい
障害理解が得られず偏見に結びつくときだと考
える。
本稿で，５回にわたって考察してきた「障害
者福祉教育の課題」から導き出された結果は，
それは，障害者を理解するための教育のほんの
入り口である。
しかし，最初に述べたように，若い学生たち
が，そのやわらかい感性を持ち，障害を自分の
事として考え，行動したとき，共生と言う生活
に一歩近づくのではないかと考える。
教育は，すぐに答えが出ないかも知れない。
しかし，自分で考え，自分に向き合う時間は障
害理解のみならず，学生一人ひとりに大切なこ
とだと考える。
障害理解も同じで，障害者のため，とか障害
者を理解するということは，とりもなおさず自
分のためなのだということが，ハード面でのバ
リアフリー化をすすめている社会の姿を見ると
き，容易に理解できることである。
そのことがソフト面で社会の共通認識となっ
たとき，「障害者」や「健常者」というような
差異を表す言葉も必要が無くなり，共生社会が
実現するのではと考える。
繰り返すが，本研究はそれに向かう一歩であ
る。
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